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患者個人情報に関する看護学生の認知・行動調査

丸山マサ美 1)

A Survey of Nursing Student's Cognition and Behaviors to 
Patient's Personal Information in Clinical Practice

Masami Maruyama

Abstract
Article42, paragraph ２ and Article 44, paragraph ３ of the Law for Public Health Nurses, Midwives, 

Nurses, and associate nurses.

Students receiving education in medical colleges learn knowledge, techniques, and attitude as specialists 

through care practice at hospitals, public health centers, or home visit nursing stations. Students without a 

license perform nursing practice under the guidance of instructors.

A great responsibility rests on students who know patients' personal information.

We carried out a survey on 48 first-year and 32 third-year students of the nursing department who took part 

in the clinical practice. And we analyzed their way to handle patients' personal information. 

As a result, school year was statistically associated with two items (place where they fill out recording 

forms, and persons with whom they often talk).

Many first-and third-year students filled in recording forms at home, but the number of students who filled 

in the  forms at the library increased in the third year. Many first-and third year students talked with members 

in the same group about information on patients in charge. However, the third-year students also talked with 

teachers and ward instructors to use medical information.

This survey showed that nursing students always kept it in mind not to leak personal information on patients 

and behaved appropriately. For example, they avoided talking about it in public and tried to keep safely the file 

of personal information.

But there are two aspects in handling personal information. One is to keep it from leaking out. The other is to 

use it for medical treatment, leaving aside personal secrecy. Students must know these two aspects. 

Key word：clinical practice 臨地実習 , confidentiality秘密保持 , privacy プライバシ－ , 

nursing ethics education 看護倫理教育
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Ⅰ．緒　　言
高度情報通信社会の発展に伴い個人情報の利用

は，著しく拡大している。医療現場の電子機器導

入には，大学病院における外来診療電子カルテの

導入１)，FAX通信システム等めざましいものが

ある。

しかし，その一方で，医療情報システム管理の

問題には，細心の注意を払う必要があり，特に，

患者個人情報の保護は，情報に携わる側の資質を

問われることになる。

医療系大学において教育を受ける学生は，病院，

保健所，訪問看護ステ－ション等，ケア実践を通

して知識・技術・態度を習得する。臨地における

学生の立場は，未資格者であるため，その実践活

動は，指導者の下で行われるが，学習上，患者個

人の秘密を知り得ることになり，その個人情報管

理に関する責任は，重要である。

2001年６月 29日，保健師助産師看護師法

四十二条ノ二項，四十四条ノ三項２）において，保

健師看護師又は准看護師の守秘義務規定が明確に

された。

今回，臨地実習を終えた看護学生を対象に，臨

地実習期間中の個人情報の取り扱いについて，実

態調査・分析を行った。

本稿は，臨地実習における情報の取り扱いにつ

いて患者プライバシ－保護の観点から，学生の特

徴的な行動を報告するとともに，倫理教育の観点

から，秘密保持の重要性を提唱するものである。

Ⅱ．研究方法
１．調査対象

研究の対象は，2001年 12月，K医療短期大学

部看護学科１年生：基礎実習終了時，３年生：各

期看護実習終了時の学生とした（看護学生１年生

80名，３年生 78名）。

２．倫理的配慮

調査票の目的について明記した用紙を配布・説

明し，研究への参加・同意を求めた。協力者につ

いては，書面による同意を確認した。

調査票配布時には，本調査が実習成績と関係の

ないこと，調査途中での拒否可能であることを説

明し，デ－タ－は，学術会議での報告ならびに学

会誌掲載する予定であるが，個人が特定されない

こと，報告後，デ－タ－を処分することを約束し

た。

研究目的を理解し，同意の得られた学生に対し，

調査票を配布した。

３．調査票の背景

Ｋ大学は，Ｆ市近郊中心に位置することから，

学生の行動範囲としての公共交通機関（地下鉄，

JR，バス）を項目にあげた。

Ⅲ．分析方法
分析対象は，１年生回答者 48名，３年生回答

者 32名とした（表１参照）。回答者の中に，分析

対象外になる者はいなかった。

調査票を作成する上で，取り扱う患者個人情報

の対象は，大学から配布された記録用紙と学生の

メモ用紙とした。３年生の看護学生は，実習中の

事例について抄録作成を行うことから，個人学習

のみならず，グル－プ学習を行う場所，相談・助

言といった学生の学習状況を設定した問 10項目

（表２参照）を用意した。分析には，統計パッケ－

ジ SPSSの Base10.0を使用した。

Ⅳ．結　　果
本調査結果は，１年生の基礎実習終了時ならび

に，３年生の各期実習終了時に行われた。

学年（Q1）と設問において，SPSS for Unix, 

Release 6.13(Solaris 2.x)χ二乗検定を行い相関の

高かった項目は，患者個人情報に関する記録用紙

をどこで記載しますか（Q6），受け持ち患者情報

について誰とよく話しをしますか（Q8）の回答分

布であった。この２項目については，学年（Q1）

が，何らかの影響（p＜ 0.05）を与えていた。

表１．調査票の回答者と回答率

学科　学年
回答者
（名）

回収率
（％）

看護１年 48 60

看護３年 32 41

 調査期間：2001年 12月
     （１年：基礎看護実習終了時）
     （３年：各期看護実習終了時）
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また，患者個人情報の記載場所における学年間

の比較（表３参照）を見ると，３年生になると大

学図書館・他図書館の利用といった専門書のある

場所の利用が必要となっている。

患者について，誰とよく話しをしますか（Q8）

の回答分布には，学年間で相違が見られた。

１年生 51％（３年生 36％）が同じグル－プ，

あるいは，他のグル－プ学生のメンバ－である

ことに比し，３年生の学生の場合，主治医・指導

教官および臨床指導者との会話が 68％（１年生

49％）を示していた（表４参照）。

自由記述については，１年生は，知り得た情

報を他人に漏らさない，メモ用紙の場所を常に意

識し管理するといった臨地実習開始時のオリエン

テ－ションの内容が主に書かれていたが，３年生

になると，１年生の記載内容に加えて，「守秘義務」

といった用語や，さらに患者氏名については，穴

あきで，患者が特定できないようにする（○山□

△）といった倫理的側面から情報保護を捉えた記

載も見られた。

患者個人情報を守るための学生の自由記述に

関しては，実習開始オリエンテ－ション時に注意

事項とされたメモ用紙のサイズ・種類，記録用紙

の保存ファイルの形式といった内容の記載が主で

あった。

表２．調査に用いた患者個人情報に関する看護学生の認知・行動

Ⅰ　あなたの学年は？
Ⅱ　臨地実習でのあなたの目的は？（複数回答可）
  １．知識の習得のみ　　２．技術の習得のみ　　３．態度の習得のみ
  ４．知識・技術・態度の統合
Ⅲ　臨地実習までの利用交通手段（複数回答可）
  １．バス　　２．徒歩　　３．自転車・バイク　　４．タクシー
  ５．ＪＲ／私鉄
Ⅳ　患者個人情報に関する記録メモは管理できるものを選択できていますか？
  １．はい→（それは、どのようなメモですか？）
  ２．いいえ→（それは、なぜですか？）
Ⅴ　患者個人情報に関する記録用紙の保存用ファイルは管理できるものを選択できていますか？
  １．はい→（それは、どのようなファイルですか？）
  ２．いいえ→（それは、なぜですか？）
Ⅵ　患者個人情報に関する記録用紙はどこで記載します？（複数回答可）
  １．教室　　２．大学図書館　　３．他図書館　　４．学生食堂
  ５．自宅　　６．セミナー室　　７．その他
Ⅶ　患者情報に関するグループワークはどこで実施しますか？（複数回答可）
  １．教室　　２．大学図書館　　３．他図書館　　４．学生食堂
  ５．自宅　　６．セミナー室　　７．その他
Ⅷ　受け持ち患者情報について誰とよく話をしますか？
  １．同じグループメンバー　　２．他のグループメンバー
  ３．指導教官　　４．病棟の指導者　師長
  ５．病棟の指導者　学生係　　６．主治医
  ７．家族→（それは、誰ですか？）（複数回答可）
Ⅸ　カルテは誰のものでしょうか？
  １．病院のもの　　２．患者のもの　　３．患者家族のもの
  ４．その他
Ⅹ　患者個人情報を守るためにあなたの心がけていることは？（自由記述）
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Ⅴ．考　　察
臨地における看護実践活動は，患者のみならず，

患者家族・主治医・医療スタッフといった専門職

者との対話であることからも，患者を中心とした

医療チ－ムの連携の中，看護学生は，臨地場面か

ら多く３）を学ぶ。

患者個人情報に関する問題は，1999年，医師・

法学者を中心に，医療情報開示，すなわち，カル

テ開示について，医療情報保護とプライバシ－保

護の側面から関心が寄せられシンポジウムが開催

された４）５）６）７）。

2001年の保健師助産師看護師法の一部改正は，

非常に画期的なことである。

これまでの刑法 134条秘密漏示罪における職

位，すなわち，医師，薬剤師，医薬品販業者，助

産師，弁護士，弁護人，公証人又は，これらの職

に保健師，看護師，准看護師が加わったのである。

刑法学者は，刑法学の立場から，秘密漏示罪の

規定は，医療情報ないし診療情報の保護が重視さ

れる今日，ますます重要性を帯びていることを指

摘し，医療情報の電子化や遺伝情報の保護の問題

等の出現により，この規定だけでは対応できない

事態も生じつつある現状を取り上げている８）。

看護学教育ならびに看護倫理学教育の立場か

ら，看護学生の場合を考えてみると，看護学生は，

未資格者であるものの，学習上，患者の個人情報

を入手することから，守秘義務・秘密保持といっ

た医療専門職者としての資質が問われるものと考

えられた。

また，医学研究，特に，疫学的手法を用いる医

学研究において，利用目的を明確にされない場合，

個人情報保護の法的・倫理的課題が指摘されてお

り，厚生省・厚生労働省・文部科学省等での倫理

指針「疫学的手法を用いた研究等における生命倫

理問題および個人情報の保護の在り方に関する調

査研究」研究班が用意されている９）。
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表４　受け持ち患者情報についての会話 
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患者個人情報における研究についても，医療情

報学の観点から，教育指導者の実態が報告 10）さ

れており，教育指導のみならず，その重要性が高

まっている。

今回の調査結果から，看護学生は，３年生にな

ると，実習の目的に応じた家族・主治医・実習指

導者，教官との医療情報に関する専門的な会話が

持たれ，道徳的責務の基準や規定といった倫理規

定，実践の基準によって特定される法的責務の基

準／規定が看護実践の中に見られた。

今後の課題として，患者個人情報の保護の観点

から，患者個人情報を入力したフロッピ－，学生

個人の通信網等の管理指導が考えられる。今後は，

看護教育ならびに，倫理教育において，患者個人

情報の保護の側面と個人の属性を超えた医療情報

の活用の側面 11）についての相互理解を教育して

いく必要がある。

看護学に対する社会の期待と共に，看護専門職

の発展のためには，道徳観の高い基準を保証する

ための看護倫理教育・研究 12）が望まれる。

付　　記
本研究は，2002年 11月２日，日本生命倫理学

会第 14回年次大会広島国際会議場において口頭

発表した「看護倫理教育における看護学生の態度

形成に関する研究̶患者個人情報に関する看護学

生の認知・行動の実態調査̶」を加筆・修正した

ものである。
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